ケガの治療に健康保険を使う場合の注意
○加害者に落ち度がない場合、あるいは、被害者の過失割合が高く、かつ、被害者のケガが重症で多額の治療費を要することが見込まれる等の場合には、健康保険組合に連絡し、よく相談してください。その上で、患者さんやご家族の意思で健康保険を使用する場合には、健康保険法等の規則に従って治療しますので、以下の内容を理解された上で、健康保険証を窓口に提出してください。
１　健康保険の使用は、患者さん本人あるいは家族の方が窓口にその旨の意思表示をされ、医療機関が承諾した日からの適用になります。遡っての取り扱いはできません。
２　健康保険を使用するときは、被害者であっても受診の都度、窓口で一部負担金をお支払い頂く規則になっています。
３　健康保険を使用する場合、医療機関と自賠責保険会社等とは無関係です。したがって、自賠責保険用の所定用紙あるいはそれに類似した用紙の書類作成には応じかねます。診断書が必要な場合は、医療機関所定のものを発行します。診療費明細は内容のわかる領収書を発行していますので、それを活用してください。診療報酬明細書が必要な場合は、医療機関では発行しませんので、加入する健康保険組合にご請求ください。
